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1) Robertson (1926J， p.5. 
2) ibid.， Xl. 
3) Kahn (1984J， p.61. 





























5) CWK IV， p.61. 























































8) ibid.， p.65. 




























10) CWK XIII， pp. 16-18. 
11) CWK XIII， pp. 21':"24，途中2ページの欠落がある。

















































12) Robertson [1926J， p.5. 
13) ibid.， pp. 49-45，脚注
14) 例えば CWKXIII， pp. 30-41を見よ。
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13) ibid.， pp. 49-45，脚注
14) 例えば CWKXIII， pp. 30ー41を見よ。
























































































1つの stepは「日」と呼ばれるが， I貨幣的波及の理論」において 1I日」






























































18) CWK XIII， pp. 52-72. 
Step by Step Method 
































19) ibid.， pp. 45， 46.なおこの草稿から“ATreatise on Money"のタイトルが現われる。



























21) CWK V， p.120. 
22) ibid.， p.121. 






















23) ibid.， p.125. 
24) ケインズのいう「利潤」とはいわゆる「意外の利潤」のことで，今期の売上額が今期の市場に
現われた財の正常利潤を含めた生産費を超過する額のことである。
25) 平井 (1987)p. 38. 
26) しかしながら平井 (1987)は， rTM供給関数はその背景に『セイ法則』を有している。 IJ貨
幣論』の世界では，企業家によって供給される財の量はすべて需要され，変化するのは価格だけ
であると仮定されているJ(p. 53)とする点で本稿とは立場を大きく異にしている。












































ないかあるいはそれに承服できないケイ γズは， ロパートソ γと異なる調整原
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